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センターの概要

【分　野】
工学（電子デバイス・電子機器）

【キーワード】
LED照明、眩しさ、拡散板

（1）主たる研究分野

（2）研究概要
 現在、国民体育大会、ワールドカップ、オリンピックに
利用する体育館は、天井が高くなり、一般に高輝度照
明が必要になってくる。
　本学電子情報工学科では、高輝度LEDを用いたス
ポーツ照明の研究に着手し、体育館のスポーツ照明
を、水銀灯から高輝度LED照明へ変更している企業や
財団と共同で、高輝度LED照明の直視グレアの基礎
研究を実施した。
　また、基本的な照明関係の評価技術、および直視グ
レア測定技術の確立をし、その後、上記の技術の教育
環境を整備してきた。
　本研究では、高輝度LED照明を設置したスポーツ施
設や、従来の水銀ランプの施設を用いて、直視グレア
等に関するデータを取得し、シミュレーション技術の確
立を試みる。
　広島工業大学高等学校の鶴学園50th メモリアル 
スポーツセンター内で、照明の輝度特性をドローンを
用いて測定した。（図1、図2、図3）
   また、アリーナ等に、水銀ランプの代替品であるLED
ランプを用いて、鶴記念体育館に設置し、開発した
Sigfox通信機能付きの照度センサーの動作テストを
行った。また、開発した照度センサーの測定結果から、
測定場所の実施状況を考察した。
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（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

図１　広島工業大学高等学校のアリーナの直視輝度を測定する機材 
　　　（左から制御用パソコン、ドローンコントロール装置、ドローン）

図３　アリーナ内を飛行するドローン（アリーナの輝度の測定中）

　図２　ドローンコントロール装置の画面部拡大例

（１）研究成果

図4　使用した LEDランプの写真

図5　開発したSigfox通信機能付きの照度センサー

図6　照度センサーで測定した照度[lux]

図7　電子情報工学科のオリゼミ実施中の体育館の照度[lux]

　このLEDランプを用いて、開発したSigfox通信機能
付きの照度センサーの動作テストを行った。

　開発した照度センサーを、鶴学園広島工業大学内の
鶴記念体育館に設置し、24時間運用の測定結果の一
部を図6に示す。その成果を活かし、電子情報工学科の
オリゼミ実施中の体育館の照度を測定し、オリゼミの実
施状況を推察した（図７参照）。

　アリーナ等に、水銀ランプの代替品として用いること
ができるLEDランプを図４に示す。

（2）今後の展開・応用分野等
　今後は、開発したSigfox通信機能付きの照度セン
サーを用いて、アリーナ、野球場をはじめとして様々な照
明設備の照度測定の自動化を行う。

　測定の自動化により、大量のデータを取得することが
可能になり、それらのデータを用いて、データベースの構
築や、ビッグデータの解析により、新しい知見を求めてい
きたいと思います。

　応用分野としては、室外の環境データ(OpenWeath-
erMap等）の利用や、CO₂センサーのデータの連携を取
ることにより、室内の環境の改善を検討していきたいと思
います。


